
    

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
 

病 院 だ よ り   2023年 4月号  第 425号 

昭和大学病院 病院長  相良
さがら
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ご挨拶 昭和大学病院 病院長から 新入職員へのメッセージ 

新入職員の皆さま、入職おめでとうございます。新たな職場への挑戦

と期待と希望に胸を膨らませている事と思います。これからは昭和大学

の一員として志を一つに邁進しましょう。人生設計や物事の進め方に関

して、経営者の言葉や考え方に、大きな学びを得ることが数多くありま

す。京セラを一代で世界的な企業に成長させ、経営に苦慮した会社の会

長として再建に尽力した偉大な経営者である稲盛和夫さんの「人生の方

程式」も、その中のひとつです。 

 

 
それは、「人生・仕事の結果＝考え方×熱意×能力」というものです。人生を成功させるためには、

熱意と能力の考え方の乗算であって、どれほど能力に恵まれていようとも、あるいは、どれだけやる

気があったとしても、なにか一つでも、ゼロがあったり、マイナスであっては、無に帰すということ

です。また、このうち「考え方」という要素が特に重要であるといいます。たいへん示唆に富む話で

す。 

昭和大学病院には、私たちを、最高の医療にむけて努力する最大の動機となる、価値観があります。

価値観とは、「考え方」のことです。 

重要な取組みの一つである、二人主治医制と地域連携の更なる推進も、なぜこれらが必要なのか、

何のためにやっていることなのか、皆さんにはいつも忘れないで欲しいと思っています。 

患者さんに、最善で、最高の医療の質を約束すること。患者さんの安心安全を第一に、心の安らぎ

を届けること。そこに、昭和大学病院らしさを感じて頂きたいと思っています。 

「患者さん本位の医療」「高度医療の推進」「医療人の育成」という理念も、すべて、このような純

粋な願いから生じているものです。 

この大事な考え方に基づいて、それぞれの医療人が、情熱をもって、プロフェッショナルに能力発

揮すれば、人生と仕事に結果が出るのだと、強く信じるところです。 

また、稲森氏が晩年語った、人生で最も大切なこと、というものに、誰かのために生きること、「利

他の心」、というものがあります。 

これらは、私たちが医療を志した原点に、常にあるものだと思います。皆さんには、もう一つ、仲

間のために、家族のために、地域のために、という、より広い他者のことも、念頭において

ほしいと思っています。 

誰かに、何かをしてあげたいという気持ちは、自分の行動に勇気と信念を与えます。 

昭和大学病院が誇るチーム医療の、大切にすべき「考え方」だと思います。 

これからも、ともに頑張ってまいりましょう。 

発 行 昭和大学病院、昭和大学病院附属東病院 

発行責任者 昭和大学病院長 相良 博典 

編集責任者 広 報 委 員 長 山岸 昌一 
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ご挨拶 昭和大学病院附属東病院 病院長から 就任のメッセージ 

昭和大学病院附属東病院 病院長  村上
むらかみ

 秀
ひで

友
とも

 

この度、令和 5年 4月 1日付で昭和大学病院附属東病院長を拝命

いたしました。附属東病院が昭和大学病院と共に地域社会の皆様方か

らさらに頼りにされ、学生や教職員にとっても学びや共感が得られる

病院としてさらに発展するよう、昭和大学の建学の精神である「至誠

一貫(常に相手の立場にたって、まごころを尽くす)」を心に刻んで職

責を果たして参る所存です。私は平成 11年に昭和大学を卒業し神経

内科(現、脳神経内科)に入局しましたが、東病院は卒業以来最も長い

期間、学ばせていただいた病院ですので、その恩返しをさせて頂きた

いと思います。 

この3年余りのコロナ禍により東病院も大きな影響を受けてきまし

たが、そろそろ長いコロナ禍のトンネルを抜けられそうです。近年、

医療系の学生には共用試験が導入され、卒後の臨床研修の義務化に続

く専門医制度の改革、保険制度の改正など、大学病院を取り巻く状況

は大きな変化が続いています。コロナ禍後には一般社会も医療もさら

に大きな変革を迎えると思います。さしあたり、来年度には医師の働

き方改革が実行されます。これは医療従事者のみならず一般の方々も

認識している伝統的な医療の風土を変える大きなプロジェクトであり

ます。これに際しては、多職種の教職員の相互理解を通して新たな時

代の職場風土を創造することが必要ですが、良好な職場風土の醸成に

より患者さんにはサービスや医療安全の向上という形で還元されるこ

とが望まれます。医系総合大学である昭和大学の教育の特徴の一つが

チーム医療教育ですが、東病院でも多職種で力を合わせて患者さんに

よりよいケアを提供していきたいと思います。さらに、昭和大学は間

もなく創立 100周年という記念の年を迎えますが、東病院も昭和大

学が 100周年を機にさらに発展するための礎になりたいと考えてお

ります。 

また、地域の中で各医療機関が役割を分担して患者さん・ご家族の

要請に応えていくためには大学病院と地域の先生方との連携が必須で

す。今後とも、地域の先生方との連携をさらに強化させていただける

と幸甚です。 

今後とも関係の皆様方のご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い

申し上げます。 
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2023年４月１日より、当院の入院棟１７階にエグゼクティブフロア（特別病棟）を新設いたしました。

このフロアには、快適な入院生活と充実した医療体制の両立を目指し「特別個室」のご用意をしており、

病棟コンシェルジュ等も配置し、より充実した療養環境を整備いたします。病院スタッフ一同サービス向

上に努めてまいりますので、ご入院の際には、特別個室のご利用をご考慮いただければと思います。 

落ち着いた色味で構成された、ゆとりとくつろぎを実現し
た病室です。 
眼下に広がる眺望が魅力的で、昼はやわらかな陽の光
を感じ、 
夜は素晴らしい夜景を眺めながら上質なお時間をお過
ごし頂けます。 
ゆったりサイズの浴室やアメニティが充実した洗面室、
食器も一通り揃えたキッチン、談話室にはテレビとゆっ
たり広々としたソファを快適性もそなえたくつろぎの空間
です。 
 
 ［設備］  電動ベッド／ベッドサイドテーブル／テレビ５０型／ 
        冷蔵庫（２ドア）／ 電子レンジ ／ 電気ケトル／ドライヤー／談話室／ 

キッチン／浴室／洗面室／トイレ 
 ［家具］ 床頭台／ソファ／ハイバックチェア／オットマン／デスクチェア／ 

昇降テーブル／デスク／フロアライト 
        デスクライト／マグネットボード／アート 他 
 ［備品］ アメニティセット／クッション／掛時計／ティッシュ BOX／ 

ハンガー／ごみ箱／靴ベラ／食器 他  

 

お部屋ごとに異なる 17階からの眺めを 

A タイプの他にもバリエーション豊かな 
２０床の特別個室をご用意しております 

コンシェルジュが 
快適な入院生活をサポート 

イメージ 

さらに詳しい情報は昭和大学病院ホームページにて 

※QRコードよりホームページに移動します。 

ご紹介 昭和大学病院 入院棟 17階エグゼクティブフロア新設のご案内 
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新規配属 

 【新規採用】2023年 4月 1日付      
●救命救急科 牛丸 遥香   ●形成外科 玉川 慶一   ●呼吸器・アレルギー内科 佐藤 奈緒 
●小児循環器内科 矢内 俊   ●放射線科 髙松 紘子、森田 光賜、梅景 知大、三大寺 千咲  
●脳神経外科 岡部 純也、野口 伸一朗、松本 知也    ●リハビリテーション科 深澤 美葉 
●リウマチ・膠原病内科 柳井 亮、黒光 希、井上 優子   ●耳鼻咽喉科 大津 瑛子    
●腫瘍内科 村 英美子、下川 雅弘       ●臨床病理診断科 井上 笙、中野 優太郎 
●糖尿病・代謝・内分泌内科 袴田 悠暉      ●泌尿器科 杉山 大介、森 省二  
●産婦人科 朝見 友香、牧野 弘毅、柱本 真、兼松 智恵子  ●乳腺外科 土田 寧恵 
●脳神経内科 工藤 万由、邉見 光、須藤 宗     ●麻酔科 五反田 倫子、栗原 葉子  
●消化器・一般外科 岸本 裕、髙木 祐希、内田 祐介、石井 美凪、栗岡 辰典、松根 佑典 
●消化器内科 西原 成俊、髙橋 傑、月井 伶音奈、小澤 朋弘、上原 孝太、九里 光政、樋口 健佑 
●小児科  國上 千紘、関 沙和、西村 和佳乃、下野 貴也、板垣 日向子、武田 夏美、松山 大輝 
●眼科   増田 萌乃、藤井 宏行、三村 華代、北村 昂司、坂本 真隆、鈴木 康介 
●産婦人科  青木 加奈子、堀江 真理、永元 慶佑、南渕 杜萌、福島 莞太、吉井 るい 
●皮膚科  井上 華那、風間 絢花、山浦 真衣子、横山 祥子 
●腎臓内科  河守 咲季、近藤 亜紀、津端 智、服部 奈津子、田邉 花実、河西 美絃、杉山 定 
●循環器内科 田中 秀彰、新井 脩平、新井 帝東、酒井 陸郎、上野 倫平、甲斐 陽介、 

織田 彩花、横川 大介、落合 雅也、鈴木 芳和 
●整形外科 ウエストファル 結衣、妹尾 尚弥、伊藤 圭太、占部 裕太、小糸 晃皓、土屋 雄揮、 

野崎 季一郎、藤田 幸太郎、松木 良介 
 
【附属施設から】2023年 4月 1日付   
●精神神経科 澁谷 唯子(烏山病院から)   ●内視鏡センター 飯髙 正典(藤が丘病院から) 
●消化器内科 三澤 将史(横浜市北部病院から) ●脳神経外科 佐藤 常志(江東豊洲病院から) 
●血液内科 近藤 智香(藤が丘病院から)   ●臨床病理診断科 鈴木 源晟(横浜市北部病院から) 
●小児外科 福永 奈津(横浜市北部病院から)  ●病院歯科 菊地 真理子(歯科病院から) 
●眼科 石川 美穂(リハビリ病院から)、友寄 友美(横浜市北部病院から)、遠藤 貴見(横浜市北部病院から) 
●救命救急科 杉本 達也(藤が丘病院から)、昼間 楓(藤が丘病院から) 
●形成外科 髙木 信介(藤が丘病院から)、森田 裕紀(藤が丘病院から) 
●リウマチ・膠原病内科 石井 翔(横浜市北部病院から)、林 智樹(江東豊洲病院から) 
●リハビリテーション科 佐久間 香那(リハビリ病院から) 
●泌尿器科 角田 尊(横浜市北部病院から)、小串 佑太(藤が丘病院から) 
●放射線科 樋口 舞香(藤が丘病院から)、村瀬 悠也(横浜市北部病院から) 
●呼吸器・アレルギー内科 江田 陽子(江東豊洲病院から) 
●脳神経内科 島田 豪(江東豊洲病院から)、松岡 馨(藤が丘病院から) 
●産婦人科 根本 碧(藤が丘病院から)、波多江 健五(江東豊洲病院から) 
●循環器内科 正司 真(藤が丘病院から)、岡部 俊孝(横浜市北部病院から)、豊島 大貴(横浜市北部病院から) 
●小児循環器内科 直江 千佳子(江東豊洲病院から)、島田 麻衣(横浜市北部病院から) 
●整形外科 天野 貴司(江東豊洲病院から)、辰尾 秋斗(藤が丘病院から)、 

井垣 龍(藤が丘病院から)、清家 正貴(藤が丘病院から)、岡田 浩希(江東豊洲病院から) 
●麻酔科  岡崎 晴子(藤が丘病院から)、田中 崇之(歯科病院から)、 

小倉 文子(横浜市北部病院から)、諸富 進一郎(横浜市北部病院から) 
●耳鼻咽喉科 嶋根 俊和(昭和大学歯科病院から)、大氣 采女(藤が丘病院から)、 

井島 貴宏(藤が丘病院から)、大谷 友里恵(藤が丘病院から) 

【学外研修から】2023年 4月 1日付   
●循環器内科 正木 亮多  ●消化器内科 野口 敏宏  ●小児外科 安達 聖 
●皮膚科 辛 和樹   ●形成外科 岡本 笑奈  ●血液内科 上杉 由香 
●小児循環器内科 横山 ゆきえ       ●泌尿器科 井上 達貴、中里 武彦、安田 想 
●腎臓内科 金澤 伸洋、森川 友喜、寺戸 成美    ●糖尿病・代謝・内分泌内科 髙畑 洋 
●呼吸器・アレルギー内科 神野 恵美、伊地知 美陽   ●消化器内科 東條 正幸   
●消化器・一般外科 笹本 優、宮坂 俊、佐藤 義仁、小沢 慶彰 
●産婦人科 小瀧 千尋、小田原 圭、高橋 華子、山田 惠美、落合 郁哉、出嶋 弥広、仲村 将光 
●整形外科 明妻 裕孝、臼井 亮二、木村 翔一、澤井 久延、月橋 一創、辰尾 秋斗、清家 正貴 
●小児科 石田 竜之、白井 まどか、古川 和奈、佐々木 郁哉 
2023年 4月 10日付  
●腎臓内科 稲葉 大朗 

  

  
お知らせ 医師の配属・異動・退職について 

4



 

新規配属 

 【新規採用】2023年 4月 1日付      
●救命救急科 牛丸 遥香   ●形成外科 玉川 慶一   ●呼吸器・アレルギー内科 佐藤 奈緒 
●小児循環器内科 矢内 俊   ●放射線科 髙松 紘子、森田 光賜、梅景 知大、三大寺 千咲  
●脳神経外科 岡部 純也、野口 伸一朗、松本 知也    ●リハビリテーション科 深澤 美葉 
●リウマチ・膠原病内科 柳井 亮、黒光 希、井上 優子   ●耳鼻咽喉科 大津 瑛子    
●腫瘍内科 村 英美子、下川 雅弘       ●臨床病理診断科 井上 笙、中野 優太郎 
●糖尿病・代謝・内分泌内科 袴田 悠暉      ●泌尿器科 杉山 大介、森 省二  
●産婦人科 朝見 友香、牧野 弘毅、柱本 真、兼松 智恵子  ●乳腺外科 土田 寧恵 
●脳神経内科 工藤 万由、邉見 光、須藤 宗     ●麻酔科 五反田 倫子、栗原 葉子  
●消化器・一般外科 岸本 裕、髙木 祐希、内田 祐介、石井 美凪、栗岡 辰典、松根 佑典 
●消化器内科 西原 成俊、髙橋 傑、月井 伶音奈、小澤 朋弘、上原 孝太、九里 光政、樋口 健佑 
●小児科  國上 千紘、関 沙和、西村 和佳乃、下野 貴也、板垣 日向子、武田 夏美、松山 大輝 
●眼科   増田 萌乃、藤井 宏行、三村 華代、北村 昂司、坂本 真隆、鈴木 康介 
●産婦人科  青木 加奈子、堀江 真理、永元 慶佑、南渕 杜萌、福島 莞太、吉井 るい 
●皮膚科  井上 華那、風間 絢花、山浦 真衣子、横山 祥子 
●腎臓内科  河守 咲季、近藤 亜紀、津端 智、服部 奈津子、田邉 花実、河西 美絃、杉山 定 
●循環器内科 田中 秀彰、新井 脩平、新井 帝東、酒井 陸郎、上野 倫平、甲斐 陽介、 

織田 彩花、横川 大介、落合 雅也、鈴木 芳和 
●整形外科 ウエストファル 結衣、妹尾 尚弥、伊藤 圭太、占部 裕太、小糸 晃皓、土屋 雄揮、 

野崎 季一郎、藤田 幸太郎、松木 良介 
 
【附属施設から】2023年 4月 1日付   
●精神神経科 澁谷 唯子(烏山病院から)   ●内視鏡センター 飯髙 正典(藤が丘病院から) 
●消化器内科 三澤 将史(横浜市北部病院から) ●脳神経外科 佐藤 常志(江東豊洲病院から) 
●血液内科 近藤 智香(藤が丘病院から)   ●臨床病理診断科 鈴木 源晟(横浜市北部病院から) 
●小児外科 福永 奈津(横浜市北部病院から)  ●病院歯科 菊地 真理子(歯科病院から) 
●眼科 石川 美穂(リハビリ病院から)、友寄 友美(横浜市北部病院から)、遠藤 貴見(横浜市北部病院から) 
●救命救急科 杉本 達也(藤が丘病院から)、昼間 楓(藤が丘病院から) 
●形成外科 髙木 信介(藤が丘病院から)、森田 裕紀(藤が丘病院から) 
●リウマチ・膠原病内科 石井 翔(横浜市北部病院から)、林 智樹(江東豊洲病院から) 
●リハビリテーション科 佐久間 香那(リハビリ病院から) 
●泌尿器科 角田 尊(横浜市北部病院から)、小串 佑太(藤が丘病院から) 
●放射線科 樋口 舞香(藤が丘病院から)、村瀬 悠也(横浜市北部病院から) 
●呼吸器・アレルギー内科 江田 陽子(江東豊洲病院から) 
●脳神経内科 島田 豪(江東豊洲病院から)、松岡 馨(藤が丘病院から) 
●産婦人科 根本 碧(藤が丘病院から)、波多江 健五(江東豊洲病院から) 
●循環器内科 正司 真(藤が丘病院から)、岡部 俊孝(横浜市北部病院から)、豊島 大貴(横浜市北部病院から) 
●小児循環器内科 直江 千佳子(江東豊洲病院から)、島田 麻衣(横浜市北部病院から) 
●整形外科 天野 貴司(江東豊洲病院から)、辰尾 秋斗(藤が丘病院から)、 

井垣 龍(藤が丘病院から)、清家 正貴(藤が丘病院から)、岡田 浩希(江東豊洲病院から) 
●麻酔科  岡崎 晴子(藤が丘病院から)、田中 崇之(歯科病院から)、 

小倉 文子(横浜市北部病院から)、諸富 進一郎(横浜市北部病院から) 
●耳鼻咽喉科 嶋根 俊和(昭和大学歯科病院から)、大氣 采女(藤が丘病院から)、 

井島 貴宏(藤が丘病院から)、大谷 友里恵(藤が丘病院から) 

【学外研修から】2023年 4月 1日付   
●循環器内科 正木 亮多  ●消化器内科 野口 敏宏  ●小児外科 安達 聖 
●皮膚科 辛 和樹   ●形成外科 岡本 笑奈  ●血液内科 上杉 由香 
●小児循環器内科 横山 ゆきえ       ●泌尿器科 井上 達貴、中里 武彦、安田 想 
●腎臓内科 金澤 伸洋、森川 友喜、寺戸 成美    ●糖尿病・代謝・内分泌内科 髙畑 洋 
●呼吸器・アレルギー内科 神野 恵美、伊地知 美陽   ●消化器内科 東條 正幸   
●消化器・一般外科 笹本 優、宮坂 俊、佐藤 義仁、小沢 慶彰 
●産婦人科 小瀧 千尋、小田原 圭、高橋 華子、山田 惠美、落合 郁哉、出嶋 弥広、仲村 将光 
●整形外科 明妻 裕孝、臼井 亮二、木村 翔一、澤井 久延、月橋 一創、辰尾 秋斗、清家 正貴 
●小児科 石田 竜之、白井 まどか、古川 和奈、佐々木 郁哉 
2023年 4月 10日付  
●腎臓内科 稲葉 大朗 
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【附属施設へ】2023年 4月 1日付   
●眼科 禅野 誠(横浜市北部病院へ)     ●形成外科 佐藤 伸弘(藤が丘病院へ)  
●循環器内科 辻田 裕昭(横浜市北部病院へ)   ●皮膚科 加藤 由花(江東豊洲病院へ) 
●消化器・一般外科 小沢 慶彰(横浜市北部病院へ)  ●乳腺外科 鶴我 朝子(江東豊洲病院へ) 
●呼吸器・アレルギー内科 木村 友之(江東豊洲病院へ) 
●糖尿病・代謝・内分泌内科 髙畑 洋(横浜市北部病院へ) 
●脳神経外科 中村 彰宏(藤が丘病院へ)、佐藤 悠貴(藤が丘病院へ) 
●脳神経内科 柿沼 佑樹(横浜市北部病院へ)、加藤 悠太(江東豊洲病院へ)、小室 浩康(藤が丘病院へ) 
●泌尿器科 中里 武彦(江東豊洲病院へ)、安田 想(横浜市北部病院へ)、大和屋 仁(江東豊洲病院へ) 
●放射線科 清野 哲孝(江東豊洲病院へ)、大石 万里(江東豊洲病院へ)、牧田 真弥(藤が丘病院へ) 
●麻酔科 濵口 聖大(江東豊洲病院へ)、梅本 理子(歯科病院へ)、杉山 晴香(藤が丘病院へ) 
●リウマチ・膠原病内科 米村 燿(藤が丘病院へ)、西見 慎一郎(横浜市北部病院へ)、井上 良(江東豊洲病院へ) 
●リハビリテーション科 杉山 智子(江東豊洲病院へ)、小林 崇久(藤が丘病院へ) 
●臨床病理診断科 解良 仁美(横浜市北部病院へ) 
●産婦人科  仲村 将光(横浜市北部病院へ)、村谷 華子(藤が丘病院へ)、山田 惠美(横浜市北部病院へ)、 

明樂 一隆(藤が丘病院へ)、落合 郁哉(江東豊洲病院へ) 
●消化器内科 下間 祐(藤が丘病院へ) 
●小児科  横山 ゆきえ(藤が丘病院へ)、永田 桜子(江東豊洲病院へ)、神谷 太郎(藤が丘病院へ)、 

富永 瑛里子(藤が丘病院へ) 
●整形外科  明妻 裕孝(横浜市北部病院へ)、木村 翔一(藤が丘病院へ)、月橋 一創(藤が丘病院へ)、 

澤井 久延(藤が丘病院へ)、角田 智亮(藤が丘病院へ) 
●救命救急科 村岡 幹夫(江東豊洲病院へ)、栗原 茉莉子(藤が丘病院へ)、神武 輝(江東豊洲病院へ)、 

片岡 和之(江東豊洲病院へ) 

【学外研修へ】2023年 4月 1日付   
●産婦人科 中林 裕貴、藤井 良将、松尾 李乃、柚木﨑 明彦 
●血液内科 佐々木 陽平  ●形成外科 大原 卓也  ●リハビリテーション科 立川 貴子、高岡 哲也 
●腫瘍内科 鈴木 梨沙子  ●脳神経内科 姫井 紅里  ●泌尿器科 冨山 尭弘 
●救命救急科 森 ちひろ、牛尾 日優、幕内 陽亮   ●消化器内科 魚住 祥二郎、及川 脩 
●呼吸器・アレルギー内科 島村 美理、佐藤 裕基   ●内視鏡センター 藤原 敬久 
●小児科 柿 佑樹、本多 加奈、浅山 真史    ●小児循環器内科 東 みなみ、山下 莉奈 
●糖尿病・代謝・内分泌内科 小澤 秀太郎     ●皮膚科 荒木 信之、岡本 隆雅、雷 小峰 
●心臓血管外科 若生 彩佳 ●乳腺外科 松井 利晃、大乗 志帆 
●腎臓内科 杉山 元紀、有田 茉由、飯田 菜央、梶尾 優希 
●消化器・一般外科 野垣 航二、平井 隆仁、内田 茉莉依、片山 諒 
●整形外科  石田 憲太朗、片山 悠志、山本 翔太、越塩 涼介、平野 貴大、金兒 健太郎、葛島 大知、 

宮澤 聡明       
●循環器内科 住田 有弘、太田 礼、山本 祐実、片桐 順史、布施 汐理、河原 咲子、山下 智慶、 

石川 貴将、鈴木 健悟、蜂矢 るみ 
 

2023年 3月 31日付   
●呼吸器外科 南方 孝夫  ●産婦人科 小沼 圭祐  ●歯科口腔外科 佐藤 あや子 
●集中治療科 河野 奈緒  ●脳神経内科 稗田 宗太郎 ●小児科 大塚 康平、國上 千紘、渡邊 優 
●麻酔科 樋口 慧、倉澤 紫 ●リウマチ・膠原病内科 郡司 竜太郎、矢部 裕章 
●救命救急科 中村 元保、青木 献広      ●呼吸器・アレルギー内科 秋本 佳穂、山本 真弓 
●腎臓内科 橘 翔平、佐藤 望、小林 慧祐    ●整形外科 齊藤 佑樹、齊藤 洋幸、黒田 拓馬 
●糖尿病・代謝・内分泌内科 広村 宗範     ●乳腺外科 橋本 梨佳子 
●皮膚科 見代 佳奈、井藤 遥、田村 崇行、武重 千沙  ●放射線科 阿部 亮介、伊藤 康介 
●眼科 和田 悦洋、佐々木 千晶       ●精神神経科 西山 華 
●形成外科 竹内 誠也、野村 美佐子、櫻井 裕基、清水 崇史 
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循環器内科 医師の皆さんへ 

 

放射線を用いた冠動脈治療において、 

常にチームとして我々の意見を尊重し

ていただけるため、最適な放射線量で 

治療ができています。 

 

 

 

当取り組みは、昭和大学病院・附属東病院において関係職種間での行動 (臨床に関する事項)を

相互にプラス評価することにより、関係部署との連携を良好にし、チーム力を高めることで 

患者さんにより良い医療を提供することを目的としております。 

 

 

  

          

  

       

 

 

 

  

   

 

   

 

  

 

  

 

  

  

【患者さんに与えた良い影響】 

  

造影剤を使うことなく、非侵襲

的にリンパ管の画像が描出で

きるようになってきています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

治療困難な病変で、長時間の透視にな

っても、皮膚障害を与えることなく 

治療を終了することができています。 

日頃よりチーム医療にご協力頂きありがとうございます。今後とも、よろしくお願いいたします。 

放射線を用いた冠動脈治療において、

常にチームとして我々の意見を尊重し

ていただけるため、最適な放射線量で

治療ができています。

循環器内科 医師の皆さんへ

放射線を用いた冠動脈治療において、

常にチームとして我々の意見を尊重し

ていただけるため、最適な放射線量で

治療ができています。

【患者さんに与えた良いさんに与えた良い影響】

治療困難な病変で、長時間の透視にな治療困難な病変で、長時間の透視にな

っても、皮膚障害を与えることなくっても、皮膚障害を与えることなく

治療を終了することができています。治療を終了することができています。

 
 

小児循環器内科 

リンパチームの医師の皆さんへ 

 

非造影MRIリンパグラフィーの

検査は、難しい検査ですが、先

生方が快く評価をしていただく

おかげで、画像の作り込みがで

き、リンパ管の描出能が高くな

っています。 

小児循環器内科 リンパチームの医師の皆さん 

【患者さんに与えた良い影響】 

  

安心してリハビリテーション

を実施することができました。 

リハビリテーションセンター受付事務 

鈴木さん・髙橋さん・齋藤さんへ 

 

リハビリテーションセンターに来室さ

れる患者さんやヘルパーさんに優しく

対応してくださり、安全制確保もして

いただきました。 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

安心してリハビリテーションを

実施することができました。 

耳鼻咽喉科外来の受付事務の佐藤さんへ 

 

外来リハビリテーションを受診された患者

さんが安心してリハビリテーションを行え

るよう受付していただきました。 

耳鼻科外来の受付事務の佐藤さん 

リハビリテーションセンター 

鈴木さん 髙橋さん 齋藤さん 

サンクス！グッドプラクティスパートナー（第 36回） トピック 
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ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

 知人の手術説明の為伺いましたが、麻酔科
の先生をはじめ、薬剤師さん、看護師さん
の説明が大変分かりやすく、驚くほど丁寧
で、付き添いではありましたが感激いたし
ました。 
 コロナの中、皆さん大変でしょうが頑張
ってください。 

 この度は過分なお褒めのお言葉を頂き、深謝申し
上げます。 
医師、看護師、薬剤師、事務をはじめとする多職

種で力を合わせ、患者さんが安心して、安全に術
前・術中・術後の周術期をお過ごしいただけるよう
尽力して参ります。 
 今後もお気づきのことがございましたら、遠慮な
くご意見をお寄せください。 
 ありがとうございました。 

麻
酔
科 

1階はとても寒いのに、トイレの水が冷
たい為、余計に冷えてしまいます。 
 改善していただけると助かります。 

 ご迷惑をお掛けし申し訳ございませんでした。ま
た、ご要望をいただきありがとうございます。 
 1階のトイレを確認し、一部の手洗いにて冷水の
みの設定になっていましたので、全ての手洗いを温
水(ぬるま湯)に設定いたしました。 

施
設
課 

患者さんのご意見・ご要望 

12
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2023年4月号掲載分

ご意見・ご要望の内訳

昭和大学病院・東病院総件数

55件

態度・接遇
診療内容
予約
待ち時間
食事
会計システム
売店
環境（清掃･設備備品･エレベーター)
環境（駐車場)
感謝
その他
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2021年度・2022年度ご意見・ご要望の推移

大学病院・東病院（2021年度） 大学病院・東病院（2022年度）
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対象日 
診療体制 

外来 救急外来 

2023年 4月 29日（土・祝日） 休診日 

救急診療は原則 

通常通り実施します。 

※4月 29日（土）午前 0時～午前 4時 
電話交換設備更改に伴う受入制限あり 

2023年 4月 30日（日） 休診日 

2023年 5月 1日（月） 通常診療日 

2023年 5月 2日（火） 通常診療日 

2023年 5月 3日（水・祝日） 

2023年 5月 4日（木・祝日） 

2023年 5月 5日（金・祝日） 

臨時診療日 

【内科系】【小児科】 

8：30～17：00 

2023年 5月 6日（土） 通常診療日 

春を迎え、ようやくコロナ禍の出口が見えてきました。ゴールデンウィーク明けの 5月 8日から新型コ

ロナウイルス感染症が 2類相当から 5類に引き下げられる予定です。マスクの着用も先月から個人の判断

に委ねられ、戸惑っておられる方も少なくないと思います。個々の価値観は尊重されるべきですが、他者

の思いにも十分配慮した行動を心がけたいものです。 

なお、昭和大学病院の敷地内におきましては、当面の間マスクの着用をお願いすることになりますが、

ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

お知らせ ゴールデンウイークの診療体制について 

 

※記事見出しの色分けについて 

病院だよりでは、見出しに色分けをすることで読者の皆さまが読みやすいよう工夫をしております。 

黄色見出し：患者さん、患者さんのご家族向け  

青色見出し：医療関係者向け 

緑色見出し：医師の配属・異動・退職について 

病院広報委員会委員： 稲垣 克記、入山 洸希、大江 克憲、岡崎 靖子、鷲見 賢司、富田 英、 
並木 美加子、安田 光慶、山岸 昌一、山下 剛史、吉田 仁、吉村 久美、 
渡辺 愛理、渡邊 聡（50音順） 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 
・高度医療の推進 
・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 
・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進し、
質の高い医療を提供する。 
・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 
・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 

ゴールデンウイーク期間の外来診療は以下の通りとさせていただきます。  
患者の皆さまにはご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

※臨時診療日は人員を縮小しているため、専門医による診療を提供できない可能性があることを予めご了
承ください。 
※臨時診療日は、休日加算および時間外選定療養費（注）（8,800円）を徴収いたします。 
 （注）紹介状持参、当院かかりつけで予め来院指定の患者さんは時間外選定療養費の徴収はありません。 

編集後記 麻酔科 教授 大江
お お え

 克
かつ

憲
のり
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